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今今今今 年年年年 １１１１年年年年 間間間間 のののの活活活活 動動動動
今年も残すところわずかになりました。今年一年間の

ナルク江別での皆さんの活動を写真でふり返ってみます。
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関谷 絢子

街はクリスマスが近づきあちこちでイルミネー

ションが綺麗です。最近は月日の経つ早さと重

さを感じます。

今年は熊本地震、北海道の水害、福岡の道路

陥没、思いがけない「まさかのさか」が次々起

こった年でした。そして、日ハムの優勝・・・。

毎日の出来事に一喜一憂しながらも目先の事に

追われ過ぎてしまいました。

ナルク江別も設立して17年、沢山の会員に支

えられて活動が成り立つ事を今更ながら思いま

す。公園や公園のトイレの掃除、ガラス拭きや

庭仕事を気軽に受けてくれる会員、毎号楽しい

会報を作るふきのとう編集委員の皆さん、会計

や調査センターの仕事でパソコンに向かって頑

張っている人・・・毎月大きな模造紙いっぱい

に翌月の予定表を手書きで書いて何年も届けて

くれる会員、さまざまな活動、行事に快く参加

してくれる一人ひとりの優しさの時間が積み重

なって今年も過ごすことが出来ました。

それぞれが自分の居場所を見つけ活動してい

ます。「はるにれ」（介護老人保健施設）の開

設の頃からナルクがボランティアに入って、も

う16年経ちました。喫茶や売店で毎月20名近い

会員が活動しています。

会員と最近の会話で「以前は一日で終わった

冬囲いがだんだん遅くなり１日半かかり、先日

は２日かかるようになった」と・・・歳を重ね

るとだんだん無理が出来なくなります。

活動も今まで一人でしていた事を２人でする

ようになり、「はるにれ」の活動は２人でして

いた活動時間を短縮して１人でしたり、その時々

に運営委員会で話し合って少しずつ活動の仕方

を変えてきました。今まで受けていた預託を会

員の負担を考えてお断りする事もあります。新

しい会員の加入が期待できない現状では、ナル

クの活動を質的に変えて対応せざるを得ないと

思います。

今年は初めて忘年会を企画しました。次は来

年の新春の集いで皆さんの笑顔に会えるのを運

営委員一同楽しみにしております。

新しい年が穏やかで良い年でありますように。

みどりのそよ風
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20周年おめでとうございます！

12月4日（日）札幌の麻生地区会館において

開催された“シニアサロンさくらんぼ文化祭”

に八百坂さんから招待いただきましたので行っ

て来ました。

会場は沢山の人で埋まりダンディフォーのコー

ラス、楽しいアラビアの踊り「ベリーダンス」、

さくらんぼの皆さんが演じるおれおれ詐欺の寸

劇、よさこいソーラン…等々、歌あり踊りあり

芝居あり、さくらんぼの皆さんの若いエネルギー

を感じました。
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にににに出出出出席席席席ししししてててて

設立10周年記念おめでとうございます。心か

らお喜びを申し上げます。私は中標津の町は初

めてであり、非常に楽しみでもありました。

10月16日中標津の空港のタラップに降りたと

き、広大な根釧大地の牧草地をカラマツの防風

林が縦横に区切る風景を眺め、大規模な酪農地

帯の中心の町と再認識しました。緑の大地がど

こまでも続くミルク・ロードの爽快なドライブ

は、大自然の空間に包まれた2万4000人の人口

も、ここでは極端に少なすぎると思うほどに感

じました。

さて、道内のナルク拠点は11拠点がありその

中で中標津の会員数が一番多く人口の1％を示

している。「10年間の歩み」をスライドによる

活動記録、同好会独居老人の見回りその他多く

の活動が紹介され、素晴らしい活動をされてい

ることを知り改めて感動しました。他のナルク

拠点の参加者10名、中標津のナルク会員介助会

員等で70余名の参加となり盛大に行われ、拍手

がなりやみませんでした。ナルク江別も参考に

したいと思います。

（金田 昇 記）

南南南南・・・・道道道道央央央央エエエエリリリリアアアア会会会会議議議議

10月28日（金）に札幌麻生札幌さくらんぼに

おいて10時から12時まで開催されました。江別

からは霜山、鈴木（良）、植松、関谷、の4人

が参加しました。函館、千歳、札幌、札幌中央、

札幌北、旭川、江別の7拠点から16人が参加し

ました。 １．エリア会議従来の連絡会議の名

称変更） ２．ナルク北海道福祉センター事務

所移転関して（平成29年度江別札幌さくらんぼ

へ移転予定） ３．介護保険改正による要支援1・

2の受け皿としての準備、その他各拠点の活動

状況など活発に話合いました。
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イオンタウンは、毎月11日に「幸せの黄色

いレシート」を発行してボランティア団体に
売上の１％を還元しています。毎月の11日に

は忘れずにご協力をお願いします。

☆イオン黄色いレシート

はるにれのガラス拭き

12月5日、はるにれのガラス拭きに行ってき

ました。この日のメンバーは近藤泰則、近藤

志保子、吉田隆保、対馬聡美、早坂美枝子、
近藤君江の6人。始める前に志保子さんが肩・

腰をいためないようにと、準備運動を指導し

てくれました。スクレイパーの使い方を習っ
て、いざ三階へ。入居者さんが和んでいる横

で又利用者さんがリハビリに励む近くで、脚

立を使い雑巾とスクレイパーでガラスを拭き

ました。近藤夫妻の活躍もあり、すっかりき
れいになりました。

サークル活動のお知らせ

☆映画鑑賞クラブ例会
映画鑑賞会は毎月第３土曜日に開催してい

ます。1月は松山ケンイチ主演の「聖の青春」

を観賞します。観賞後は食事をしながら色々

と話をし、楽しいひと時を過ごしています。

開演15分前までに集合です。映画鑑賞に興味
のある方は事務局（☎388-1251伊藤・植松）

に連絡してください。

10月の研修旅行で乗車したJR留萌線の留萌

―増毛間が12月4日で運行を終了しました。新

聞によると留萌線の留萌・増毛間は大正10年

の開業とありましたから、当時からニシンの
大漁で人の出入りが多く、また天北炭田の石

炭輸送で繁栄したのでしょう。時代は移りニ

シンが姿を消し、エネルギー源は石炭から石

油に代わって、留萌線も他の道内鉄路と同様
利用価値が徐々に薄れて今日に至ったわけで

す。北海道の鉄道は国鉄民営化後、赤字路線

を地元市町村と協議を重ねながら、徐々に廃
線をすすめてきました。民営では利益を出し

続けなければ会社は存続できないので、赤字

路線を廃線にするのは当然考えるでしょう。

国鉄民営化が浮上した当時、識者の反対意
見の中に多かったのは、諸外国では「鉄道維

持は国家の収益のためではなく、戦時を考え

て国益のために維持するものだ」とする意見

でした。鉄道は戦時の物資輸送手段として兵
員と兵器を前線に短時間に大量輸送するには、

ずば抜けてすぐれているからです。国民の多

くは平和憲法の下、戦争を放棄したのだから
外国の侵略は無いと思っており、国防意識の

低さも世界一。世界標準で国を守る意識を持っ

ていたなら留萌線だけではなく、かつて北海

道に張り巡らされていた鉄道網は存続してい
たでしょう。 （ 吉 田 隆 保 記）

コラム「消えゆく鉄路」

廃線後各地に展示された蒸気機関車（中標津町）

ゆずりあいマーケット

型式

ＳLIK 800ＧⅡ

えんじの地色に

白い牡丹

色はアイボリー

カメラ三脚と花器二点を譲ります




